
印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

　
市
で
は
、
昨
年
9
月
に
合
併
後
の

市
の
新
た
な
市
民
憲
章
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
市
の

花
・
市
の
木
・
市
の
鳥
・
市
の
魚
）

を
指
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
実
践
活
動

に
つ
な
が
る
市
民
道
徳
や
日
常
生
活

に
お
け
る
行
動
規
範
を
定
め
た
も
の

で
あ
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
花
・

木
・
鳥
・
魚
）
は
、
市
の
名
称
や
市

章
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
が
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
一
体
感
を
醸
成
す
る

も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
公
共
施
設
、
集
会
所
に

掲
示
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
へ
の
一
層
の
普
及
、
啓
発
を

図
っ
て
い
ま
す
。

印
西
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
の
印
西
は
、

ゆ
う
ゆ
う
と
流
れ
る
利
根
川
、

水
鳥
飛
び
交
う
印
旛
沼
、
手
賀
沼
に

囲
ま
れ
、

緑
豊
か
な
田
園
と
新
旧
の
街
並
み
が

平成２３年（２０１１）９月１日号（２）

織
り
成
す

調
和
の
と
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
の
築
い
た

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
元
気
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を

定
め
ま
す
。

一
　
美
し
い
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

　
ち
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ

　
く
り
ま
す
。

一
　
互
い
に
助
け
合
い
、
お
年
寄
り

　
や
子
ど
も
を
大
切
に
し
、
安
全
で

　
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
と
も
に
学
び
、
教
養
を
高
め
、

　
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り

　
ま
す
。

一
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で

　
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
働
く
こ
と
を
喜
び
と
し
、
進
ん

　
で
地
域
に
参
加
す
る
、
活
力
の
あ

　
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
平
成
　
年
9
月
　
日
制
定
）
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市
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」

　
秋
に
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る

コ
ス
モ
ス
に
は
「
調
和
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
と
人
、
地

域
と
地
域
と
の
調
和
や
新
市
と
し
て

の
一
体
感
を
願
う
印
西
市
に
と
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
花
で
す
。

　市
の
木
「
サ
ク
ラ
」

　
市
内
に
は
、「
小
林
牧
場
の
桜
並

木
」
や
「
吉
高
の
大
桜
」
と
い
っ
た

桜
の
名
所
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
木
で
す
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
名
所
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
市
の
一
層
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
の
鳥
「
メ
ジ
ロ
」

　
姿
、
色
、
鳴
き
声
と
も
に
愛
ら
し

く
、
昔
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
鳥
で
す
。
ま
た
、
主
に
山
林
に
生

息
す
る
こ
と
か
ら
、
緑
豊
か
な
里
山

を
有
す
る
印
西
市
に
は
数
多
く
生
息

し
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保
護
を
市

　
市
内
に
は
、
約
2
6
9
亊
の
耕
作

放
棄
地
化
し
た
農
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
市
の
農
地
面
積
、
4
街
9
6

3
亊
の
約
5
・
4
％
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
市
遊
休
農
地
再
生
対
策
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
協
議
会
で
は
、
県
の
新
規
事
業
と

し
て
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
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の
3
年
間
実
施
さ
れ
る
、「
耕
作
放

棄
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
」
に
取
り
組

む
組
織
や
団
体
か
ら
募
集
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
の
概
要
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
の
目
的
】

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
は
、
貸
し

手
と
の
調
整
や
引
き
受
け
手
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
が
、
個
別
相
対
の
取

り
組
み
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
や
集
落
単
位
で
の
耕
作
放
棄
地

解
消
に
向
け
た
活
動
を
支
援
し
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
も
の
で
す
。

【
事
業
主
体
】

　
集
落
営
農
組
織
や
地
域
、
集
落
単

　
市
の
総
合
計
画
基
本
構
想
（
素

案
）
に
つ
い
て
、
8
月
4
日
に
印
西

市
総
合
計
画
審
議
会
（
田
窪
昭
夫
会

長
）
お
よ
び
印
旛
地
区
地
域
審
議
会

（
前
田
完
一
会
長
）、
本
埜
地
区
地
域

審
議
会
（
本
橋
孝
司
会
長
）
か
ら
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。

　総務省統計局（千葉県）では、平成23年10月20
日現在で「社会生活基本調査」を実施します。
　この調査は、わたしたちが日々どのくらいの時間
を仕事や学業、家事に費やしているかや、過去1年
間の自由時間にどのような活動を行ったかについて
調査し、その結果は、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）の推進、少子高齢化対策、男女
共同参画社会の形成などの基礎資料となります。
　10月上旬から中旬にかけて、調査員が調査世帯に
伺いますので、調査の趣旨をご理解いただき、調査
票へのご記入をお願いします。
■問 千葉県総合企画部統計課（緯043―223―2223）。

日本の未来の羅針日本の未来の羅針盤盤

　
基
本
構
想
は
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
の
市
の

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
定
め
る
も
の
で
、
平
成
　
年
度
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（
2
0
2
0
年
度
）
を
目
標
年
度
と

し
て
、
社
会
情
勢
や
地
域
経
済
の
変

動
に
対
応
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

の
理
想
像
で
あ
る
「
将
来
都
市
像
」

の
実
現
に
向
け
て
、
基
本
目
標
と
政

策
を
体
系
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
昨
年
7
月
か
ら
、
各
審
議
会

に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、
さ
ら
に
、

市
民
説
明
会
や
市
民
意
見
公
募
な
ど

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
も
参
考
に

内
容
が
検
討
さ
れ
、
今
回
の
答
申
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
）。

 三
つ
の
審
議
会
が

総
合
計
画
基
本
構
想
（
素
案
）
に
答
申
 

位
で
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組

む
団
体
。

※
事
業
申
請
を
行
う
場
合
は
、
組
織

や
団
体
の
規
約
や
名
簿
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
農
地
】

胸
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
で
耕
作
放

棄
地
と
し
て
区
分
さ
れ
た
農
地
が
対

象
で
す
。

【
補
助
率
】

胸
定
額
補
助
…
1
地
区
　
万
円
以
内
。
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【
事
業
の
内
容
な
ど
】

①
耕
作
放
棄
地
の
調
査
（
必
須
）
…

耕
作
放
棄
地
の
位
置
、
所
有
者
、
発

生
原
因
、
周
辺
の
営
農
状
況
の
把
握

を
行
う
。

②
再
生
利
用
計
画
・
営
農
計
画
の
検

討
・
策
定
（
必
須
）
…
耕
作
放
棄
地

の
再
生
方
法
や
営
農
計
画
の
検
討
・

策
定
を
行
う
。

③
土
地
利
用
の
調
整
…
所
有
者
と
引

き
受
け
手
の
合
意
形
成
を
図
り
、
土

地
利
用
の
調
整
を
行
う
。

④
保
全
管
理
の
実
施
…
引
き
受
け
手

が
確
保
さ
れ
る
ま
で
に
行
う
保
全
管

理
作
業
を
行
う
。

⑤
成
果
・
課
題
の
取
り
ま
と
め
（
必

須
）
…
事
業
の
成
果
お
よ
び
課
題
の

取
り
ま
と
め
を
行
う
。

胸
募
集
期
間
…
9
月
1
日
牙
～
9

月
　
日
画
。
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 応
募
し
ま
せ
ん
か

「
耕
作
放
棄
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
」 

※
そ
の
ほ
か
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
）。

民
憲
章
に
掲
げ
て
い
る
本
市
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
鳥
で
す
。

　市
の
魚
「
ナ
マ
ズ
」

　
河
川
や
湖
沼
に
生
息
す
る
こ
と
か

ら
、
利
根
川
、
印
旛
沼
、
手
賀
沼
と

い
っ
た
地
域
を
代
表
す
る
河
川
と
湖

沼
を
有
す
る
印
西
市
で
は
大
変
な
じ

み
深
い
魚
で
す
。
ま
た
、
愛
嬌
（
あ

い
き
ょ
う
）
の
あ
る
容
姿
か
ら
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
　
年
9
月
　
日
指
定
）

22

11

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線
4

3
6
・
4
3
7
）。

平成23年10月20日現在で

社会生活基本調査
を実施します

 「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
」

左から、田窪総合計画審議会会長、山﨑市長、前田印左から、田窪総合計画審議会会長、山﨑市長、前田印旛旛
地区地域審議会会長、本橋本埜地区地域審議会会地区地域審議会会長、本橋本埜地区地域審議会会長長

 印
西
市
民
憲
章
と
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
市
の
花
・
市
の
木
・
市
の
鳥
・
市
の
魚
） 

怯印西市で東京国体の「クレー射撃競技会」が開催

　昨年、大きな盛り上がりをみせた「ゆめ半島千葉国体」。
印西市で行われた山岳競技は、千葉県の連覇で幕を閉じま
した。
　その興奮さめやらぬ2年後の平成25年、今度は東京で国
体が開催されます。そのうちの正式競技の一つであるク
レー射撃が都外開催競技として印西市で開催されることが
決定しました。
■時 平成25年9月29日蚊～10月1日峨。
■場 成田射撃場（山
田）。
■問 スポーツ祭東京
2013実行委員会事
務局（東京都庁内・
緯03―5388―2463
内線38―329）。

スポーツ祭東京2013マスコットキャ
ラクターの「ゆりーと」です。
印西市のイベントにも遊びに行きます。
応援よろしくね！

ゆりーと


